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の含有率1%〜49%のミトマウスΔ (Lowグループ、n = 50) は対照群と同等の生存率を示したが、∆ mtDNAの含
有率50%〜70%のミトマウスΔ (Highグループ、n = 70) はおよそ半数の個体が出生後一ヶ月以内に死亡するこ






































審   査   の   要   旨 
 
 本論文では、欠失突然変異型（欠失型）mtDNA分子種を導入したモデルマウスを活用して、欠失型mtDNA分子
種が乳幼児期と若年期にそれぞれ異なる病型を誘導することを証明し、さらに、その分子基盤として、臓器間
の欠失型mtDNA分子の蓄積動態の差異、ならびに、臓器間におけるミトコンドリアの分裂・融合による遺伝子
産物の交換能力の差異による病原性制御機構の存在を提案している。突然変異型mtDNA分子種がミトコンドリ
ア病をはじめ、糖尿病、がん、神経変性疾患など多様な病態の原因になる可能性が示唆されている現在、本論
文はミトコンドリアの機能破綻による影響を類推するための基礎的な知見を提供しており、高く評価できる。
特に、欠失型mtDNA分子種による多様な病態誘導を担保する病原性の立証とその機構解明を行った成果は、分
子細胞生物学領域の研究として独創性に秀でている。 
 平成２６年２月３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
